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弦理論には D-brane という高次元物体が存在する o D-brane は単独では安定だが、ある状況では不安定化して
対消滅することがある。このような現象が近年盛んに研究されているo 注目すべき点は、不安定な D-brane の系に





D-brane の対消滅において、ある状況下では消滅後に別の安定な D-brane が残ることがあるo この論文では、
これを応用した D-brane の記述法についての研究を行った。具体的には次の様な着想、に基づくものである o 仮に不
安定な D-brane の系を記述するような有効理論があったとしよう。この理論の摂動論的な真空は不安定であり、











本論文は、物質の基本法則を統一的に記述する弦理論における D-brane の対消滋過程を解析する o D-brane 系
の低エネルギー有効場の理論を書き下し、系の不安定性は tachyon 場の出現として現われ、 tachyon 場の凝縮によ
り安定な真空へ遷移することを示した。更に、有効場の理論にソリトン解が存在することを発見し、ソリトン解は、
元の D-brane 系の消滅後できる、より低次元の D-brane に対応するという描像を提唱、確立した。斬新なアイディ
アで弦理論の構造の解明に大きな寄与を与える o 博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める o
? ??
